
秋植え夏ギク、春植え夏秋ギク 
 

作型 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
季咲栽培      □□□ △  ◎   

電照栽培  ＊  ◎   □□ △ ※   

         △：台狩り  ◎：定植   ：ピンチ  □□：開花期 
 
         ＊：親株ピンチ   ※：親株仮植 

栽培のポイント 

1．排水良好・日当たり良好な圃場を選定する。 
2．定植苗は揃いの良いものを定植する。 
3．病害虫防除はこまめに、発生初期の防除に重点をおく。 
4．品種選定やエスレル処理、電照などで計画的な作付けを目指す。

１． 秋植え夏ギク 
月 旬 管理作業 管  理  内  容 

8 月下旬～

10 月上旬 
育苗と定植 

育 苗 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・親株の台刈り２０日位前にそ菜３号を２ｋｇ／３０ｍ施用

し、軽く土寄せし親株に勢いをつけておく。また、乾燥し

ていたら潅水を行う。      
・１０ａあたり定植本数を１５，０００本とするためには、

土寄せ苗として約４，０００株は必要である。   
・土寄せ後１０～１５日で発根する。それを親株からとって

仮植し、細根を出させる（仮植する場合）。 
・定植適期は１０円玉程の根張りの時である。 
・この作型では春に冬至芽を立たせて収穫する物であるから

冬至芽が多く付くような苗を作らなければならない。 
 圃場の準備 

 
 
 

 

・定植圃場は定植の少なくとも 2 週間前には細かく耕起し、

土改剤を施用し、畝を立てておく。 
・畝は天幅１００cm、通路３０cm とし、出来るだけ高畝に

して排水がよい状態にしておく。また、必ず除草剤を散布

しておく。 
 定   植 ・定植苗はかき苗もしくは土寄せ苗を使い、２条植えとする

が、１０月１０日までに定植作業は終了させておく。定植

は早くても遅くても良くなく、適期に行うことが重要であ

る。 
・定植後も必ず病害虫の防除を行い、特にサビ病、スリップ

ス、ハダニは次年度に持ち込まないようにする。 



3 月上旬～ 
5 月中旬 

定植後の管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・雪融けと同時に遮光率３０％程度の被覆資材を畝全面に

被覆する。また芽肥としてそ菜３号等を畝の中央に２kg／
３０m 程度施す（そ菜３号は新芽にかからないよう慎重に

施す）。なお、被服資材は曇天時の暖かい日（４月中旬頃）

には取り除く。 
・古株は前年度からの病害虫がついていることが多いので、

新芽が伸びない内に地際からハサミで取り除き、焼却処分

する。 
・また、芽肥として 3 月上旬に適量施肥し、追肥として 4 月

中旬に残りの肥料を施肥して土入れをしておく。畝の中央

に３月下旬（７月咲の場合）と、４月上旬（８月咲の場合）

に肥料を撒いて、軽く土寄せなどしておく。（春元肥とす

る。） 
・ネットは早めに張っておき、順次上げていく。また、キク

の草丈が３０cm 位に伸びるまでに、中輪で５～６本、コ

ギクで６～７本が１マスに入るように間引いておく。

（間引きは２回程度に分けて行うと良い）その時に、極

端に太い物や細い物を間引くようにする。 
・キクの根の寿命は約１００～１５０日であるため、秋に定

植した親株の根も春には活力が低下する。そこで開花の

８０日前までに新根の発生と下葉の枯れあがりを防ぐた

め、土寄せを行う。 

6 月上旬～ 
6 月下旬 

脇芽かき 
摘蕾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・中輪ギクの脇芽かきは品種の特性を良く理解して計画的

に行い、特に脇芽かきが遅れると傷口が大きく残るので、

早めに行う。 
・白の中輪ギクは必ず雨除けし、降雨による花の痛みをなく

す。 
・この作型では生育の後半期が梅雨時期となっているため、

排水対策が充分に行われていないと、根腐れや梅雨後の葉

の黄化がおきたりする。そこで梅雨前には停滞水が畝間に

溜まらないように排水溝を設けておく。 
・雨が降っても、すぐに水が引くように額縁に深めの明渠を

掘っておくことも一策である。 
・７月下旬咲以降の品種はピンチにより開花揃いと品質が

良くなるものがある。その場合には、ピンチ時期は開花の

１００～１１０日前に本葉４～５枚で行う。なお、ピンチ

をしたものは追肥を 2 割位多く施用する。 
 ビーナイン処理 ・蕾が見え始めたら、ビーナインの８００倍液を１畦３０ｍ

あたり５㍑上位５葉に散布する。なお、花首の伸びやすい

品種は蕾が小豆粒大の時も散布する。 



生育期 病害虫防除 ・定植後の農薬散布は週 1 回は必ず行う。散布時間は早朝か

夕方がよい。散布量は 10a あたり 100～200L とし、散布

後 30 分で葉が乾くようにする。 
・白さび病、黒さび病が発生したときは治療剤を使用する

が、同一系統の農薬の連用はしない。 
・殺虫剤も同一薬剤の連用は避け、年間の使用回数を厳守す

る。 
・アブラムシ、ダニ、オオタバコガ等の害虫については薬剤

のローテーションが重要で、特定の薬剤を連用しない。 
・特にスリップスについては、蕾の膜切れ前から３日おき程

度に薬剤散布する。夕暮れの散布が効果大。 
・また、害虫は圃場周りの畦畔や畝間の雑草からも侵入して

くるので、常に圃場周りはきれいにしておく。 
・ハダニの防除は噴き上げ散布を基本とし、葉裏に薬剤がよ

くかかるようにする。また、自分の圃場でのハダニについ

ての抵抗性についてよく把握し、効果のある薬剤を散布す

る。 

開花期 収穫と選別 ・切り前は３～４分咲とするが、出荷する市場の情報を考慮

しておく。 
・夏場は早朝の収穫が原則である。収穫後必ず２時間は水あ

げをすること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．春植え夏秋ギク 
月 旬 管理作業 管  理  内  容 

8 月下旬～

10 月中旬 
親株の管理 ・前年の収穫前に優良株を選択しておき、切り下株を元親株

とする。特にスタントウイロイドの恐れのあるものは処分

しておく。 
・元親株は地際から５cm の所を草刈り機等で刈り込んでお

く。なお、夏期の高温期には充分に灌水する。 
・台刈りの２週間ほど前には即効性の化学肥料を施用し、軽

く土寄せして株に勢いをつけておく。 
・元親株から土寄せ苗を作り親株とする。 
・親株は１０月上中旬には、育苗ハウス等に仮植する。

なお、親株床は植え付けの３週間ほど前には土改剤やＩＢ

化成肥料などを施用しておく。 
・育苗ハウスに仮植してある場合は１２月上中旬に親株を刈

り込み、冬至芽に光が当たるようにする。 
・ ２月中旬には下葉を２～３枚残してピンチし、その後も白

さび病や越冬害虫の防除を行う（病害虫を持ち込まないこ

とが重要）。 
 

3 月下旬～

4 月下旬 
挿し芽と定植 

挿 し 芽 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・８月上旬咲品種は４月上旬に挿し芽して、２週間目くらい

の発根苗を直接定植する。９月咲品種からは４月下旬より

開花期に合わせ順次挿し芽する。 
・挿し穂は採穂の約３０～４０日前に親株をピンチし、ピン

チ後伸びた芽を挿し穂とする。老化した穂は絶対に使用し

ない。 
・挿し芽用土はパーライトとピートモスを混合した物など、

清潔な物を使用する。挿し芽の前には、必ず挿し穂を消毒

し、苗からの病気の持ち込みを無くす。 
・ 挿し芽後水を十分に与える。その後は１週間ほど日覆いを

し、その後少しずつ光をあてていく。 
 

 圃場の準備 ・定植圃場は定植の少なくとも２週間前には細かく耕起し、

土改剤・元肥を施肥し、畝を立てておく。 
・畝は天幅８０cm、通路３０cm とし、出来るだけ高畝にし

て排水がよい状態にしておく。 
・ また土壌に充分の水分がある状態でマルチを張る。 
 

 定 植 ・ 暖かい日を選んで定植し、苗の根が１０円玉位になった物

を植え付ける。なお、浅植えを心がけ、定植したらすぐに

薄めの液肥を与えて活着を促す。 
 

 
 
 

  



4 月中下旬

～ 開 花 ま

で 

定植後の管理 

ピ ン チ 
 

 整 枝 
 

 

 

脇 芽 か き 

・定植後のピンチは１～２週間位してから行う。同じ大きさ

の葉を４～５枚残してピンチをし、５本位芽が出るように

する。 
・新芽が 10～15cm になったら一度整枝し、20cm になるま

でには 1 株 3 本になるようにする。その時、特に太いもの

や細いものは取り除く。（中輪ギクは１マス５本、小ギク

は１マス６本になるようにする） 
（秋植え夏ギクの欄参照） 

 エスレル処理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・７～８月咲品種にエスレル処理することによって、開花を

調整できる。 
・エスレルの効果は品種によって差が出るので、そのことに

注意して行う。基本的にエスレルは３０ｍあたり５㍑に溶

かし、葉から滴りおちる位散布する。 
・エスレルの効果は充実した良い苗でないと効果が劣る事が

多い。そこで、肥培管理は周到にしておく必要がある。 
・エスレル処理は品種によって異なり、ピンチ時に 1 回目（濃

度はエスレル１０の５００倍希釈液）を行うものもあり、

展着剤は使用せず、葉先からしたたり落ちる位に茎葉に全

面散布する。２回目はおおむね１０日以上日をあけるが、

処理回数は品種に応じて決定する。また、品種にもよるが、

３回エスレルを使うと花玉が小さくなる品種（スーパーイ

エロー等）もあるので注意する。 
・散布時間は夕方涼しくなってから行い、日中はできる限り

散布しない。 
・調製した薬剤は、その日の内に使い切ること。また、他の

薬剤（農薬など）との混用はさける。 
・散布後１日以内に降雨のない条件で散布する。もし降雨が

あっても再散布しない。 

 ﾋﾞｰﾅｲﾝ処理 ・ 蕾が見え始めたら、ビーナインの８００倍液を３０ｍあた

り５㍑の液を散布するように計算して使用量を決定する。

なお、花首の伸びやすい品種は蕾が小豆粒大の時も散布す

る。 

生 育 期 ～

開花期 
病害虫防除 
収穫と選別 

（秋植え夏ギクの欄参照） 

 


